
国宝土偶と黒曜石
縄文ロマソに浸る

2体の縄文土偶と黒曜石の関係について対談する宮坂さん㊧と鵜飼さん

茅野宮坂ざん（悪霊芸臥鵜飼さん（萱歪莞違憲）対談

茅
野
市
の
ち
の
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
2
1
日
、
「
2
つ
の
国
宝

土
偶
と
黒
曜
石
」
と
題
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
下
諏
訪
町
諏

訪
湖
博
物
館
・
赤
彦
記
念
館
館
長
で
同
町
の
星
ケ
塔
遺
跡
の
調
査
研
究
に

携
わ
っ
た
宮
坂
清
さ
ん
と
、
同
市
尖
石
縄
文
考
古
館
元
館
長
で
諏
訪
考
古

学
研
究
会
会
長
の
鵜
飼
幸
雄
さ
ん
が
対
談
。
市
民
ら
約
5
0
人
が
参
加
し
、

縄
文
ロ
マ
ン
に
浸
り
な
が
ら
2
人
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。
（
武
井
葉
子
）

鵜
飼
さ
ん
は
初
め
に
「
全
国
で
5
　
園
か
ら
出
た
こ
と
は
、
黒
曜
石
と
い

体
の
国
宝
土
偶
の
う
ち
2
体
が
茅
野
　
う
特
産
物
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な

市
の
八
ヶ
岳
山
麓
の
4
㌔
ほ
ど
の
範
　
要
素
」
と
強
調
。
そ
の
上
で
、
「
黒

曜
石
が
縄
文
時
代
に
ど
う
い
う
意
味

が
あ
っ
て
流
通
し
た
か
な
ど
を
宮
坂

さ
ん
か
ら
聞
い
て
そ
の
背
景
を
考
え

て
い
き
た
い
」
と
語
り
掛
け
た
。

宮
坂
さ
ん
は
、
1
9
2
0
（
大
正

9
）
年
に
鳥
居
龍
蔵
が
星
ケ
塔
遺
跡

を
発
見
し
、
昭
和
3
0
年
代
に
は
藤
森

栄
一
が
縄
文
時
代
晩
期
に
黒
曜
石
が

採
掘
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
突
き
止

め
、
そ
の
4
0
年
後
に
宮
坂
さ
ん
ら
が

大
規
模
な
採
掘
跡
を
発
見
し
た
こ
と

を
写
真
や
図
を
用
い
て
説
明
。
同
市

米
沢
の
棚
畑
遺
跡
か
ら
多
数
出
て
い

る
黒
曜
石
の
原
石
は
星
ケ
塔
で
採
掘

さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
棚
畑
に
運

ば
れ
て
道
具
に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ

「
縄
文
人
と
の
関
わ
り
は
深
い
」
と

した。鵜
飼
さ
ん
は
、
国
宝
土
偶
の
「
縄

文
の
ビ
ー
ナ
ス
」
（
棚
畑
遺
跡
）
と
「
仮

面
の
女
神
」
（
中
ッ
原
遺
跡
）
の
発
掘

状
況
を
説
明
し
な
が
ら
、
縄
文
人
は

女
神
信
仰
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
や
、
黒
曜
石
の
原
産
地
が

近
い
こ
と
か
ら
道
具
に
加
工
す
る
な

ど
の
技
術
者
集
団
が
い
た
と
思
わ
れ

る
こ
と
も
話
し
た
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
、
同
市
の
女

性
有
志
の
グ
ル
ー
プ
「
縄
文
ど
ん
ぐ

り
カ
フ
ェ
」
（
鵜
飼
恭
子
代
表
）
が
「
国

宝
土
偶
絵
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
で
開
い
た
。


